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代金は正規価格３０５６円のところを送料込み・ポストカ

ード付きで３０００円にして下さっている。今も受付中な

ので、ご希望の方はご一報いただきたい。

　さて、来る１９９８年８月２５日（火）広島市西区民文

化センター第一音楽室で、宇宙船地球号の会主催で“西岡

恭蔵　地球を唄う”というエココンサートを行うことが先

日決まった。スタッフ一同、他の行事そっちのけで入れ込

んでいる。（一番夢中になっているのは誰だ？）不肖私、

竹本伸も前座を務めさせていただく。環境団体が行うエコ

コンサートなので、それらしい仕掛けも現在協議中だ。会

員の方には後日連絡させていただくが、これを読まれてい

る皆さんもぜひ足をお運びいただきたい。前座はともかく、

絶対楽しくて環境の事も考えられるという、ちょっとない

コンサートを目指している。

　彼は言う。「自分の気持ちに素直に生きればええんちゃ

うかなぁと、最近思うようになった。」私は、この考え方

が私たちにも必要なのではないかなと思うし、環境団体の

主催するコンサートで彼に唄ってほしいと思ったのも、こ

のような彼の生きる姿勢に私が魅かれているからである。

環境を語ったり歌ったりする時、そのことを真正面からと

らえる事が多いが、実は環境を語ることは自分の生きる姿

を問うことであり、環境を歌うことは自分自身を唄うこと

に他ならない。まさに“愛は生きること”であり“愛は唄

うこと”（いずれも｢Glory Hallelujah｣）なのである。決

して「環境を守ろう」とか「緑を大切にしよう」というメ

ッセージだけが環境を唄うことではないのではないか。と

は言え“西岡恭蔵　地球を唄う”とはあまりに大げさなタ

イトルでどうだろうかとも思ったのであるが、本人の了承

が得られたことと、先日のライブを聞きにこられていた友

人の小原さん（ギミック都市研究所）が「恭蔵さんは地球

を唄っていらっしゃいますよ。」とぽつんと言って下さっ

たその言葉に自信を得て、準備を進めていきたいと思う。

　私自身も、しばらく休んでいた曲作りや演奏活動をぼち

ぼち再開し始めている。そのきっかけも昨年７月の東広島

市であったＫＹＯＺＯさんのライブに前座で出たことと、

その時のＫＹＯＺＯさんとのあるやり取りからである。私

は昨年から広島ホームテレビの『地球派塾』にスタッフと

して加わっているのだが、そのテーマソングがほしいと思

い、ＫＹＯＺＯさんにお願いをしたのだ。ＫＹＯＺＯさん

は意外にも断わられるではないか。内心私はちょっとむっ

としたが、ＫＹＯＺＯさんの答えはこうであった。「私た

ちは曲がりなりにもプロだから曲を依頼されれば作るけど、

出来た曲を依頼者が気に入らなかったりピンとこなくても、

なかなかそう言ってもらえないんだ。特にそういう曲はそ

の土地をよく知っている人が書いた方がいいと思う。竹本

さんは曲が書けるのだから、竹本さんが書けばいいじゃな

いか。」そういう経緯から、私は２か月ほどして「ホー

ム」という曲を書いた。ＫＹＯＺＯさんの曲とは比べられ

るはずもないが、そんなことがきっかけとなって、『地球

派塾』で唄うおじさんをしたり、環境問題や市民活動の話

を人前でする機会のある時は、最近は必ずギターを持って

いって、頼まれてもいないのに２～３曲唄ったりしている。

　元々、私は環境問題の活動をする前は音楽活動をしてい

たわけで、環境問題も歌作りも関心のあることという意味

では自分の中では同じように大事なことであり、自分とし

てはこの二つが一緒に出来るというのは、これこそ自分が

求めていたものという感じで、我ながら名案だなと思って

いる。

　ＫＹＯＺＯさんのＣＤ紹介が、後半は自分の話になって

しまった。何はともあれ、皆さんもこのＫＹＯＺＯワール

ドにぜひお入りいただき、一緒に愛を地球を唄おうでは、

あーりませんか。

ＣＤの注文及び連絡先：

竹本　伸　　℡＆Fax   (082)272-4539
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宇宙船地球号の会　９８年の活動記録
〔１９９８年８月２９日現在〕

1998.1.22.　　代表　大竹市中央公民館主催高齢者大学「くろがね塾」で講演

1998.1.26.　　1997.6～8.に行った「買物袋再利用調査」の分析結果をマスコミに発表

1998.1.29.　　会員の小島正雄『写真集／二葉山原生林』を発表

1998.1.30.　　滋賀県「びわこ会議」との交流会を実施

1998.2.03.　　代表が『ＮＨＫ／ひるまえフレッシュ便』で「買物袋再利用調査」の分析結果を説明

1998.2.12.　　代表　宇品公民館で講演

1998.2.13.　　代表が『ＮＨＫラジオ』で「買物袋再利用調査」の分析結果を説明

1998.2.15.　　『ひがしひろしま「水」を考えるシンポジウム』に事務局長が運営で参加、代表がコーディネータで参加

1998.2.17.　　ひろしまＮＰＯセンター主催「ＮＰＯサロン　テーマ：環境」を代表がコーディネータ・企画運営で参加。

1998.2.20.　　代表　海田公民館のＮＰＯ講座で講演

1998.3.03.　　代表　庄原市川北小学校の環境教育研修会で講演

1998.3.08.　　二葉山へ登ろう　実施

1998.3.10.　　代表　福山地区学校保健会の研究協議会で講演

1998.3.15.　　福岡先生送別講演会・送別会

1998.3.20.　　９７年度高校生のための環境講座　高校生討論会実施

1998.3.28.　　９７年度高校生のための環境講座　まとめ完成

1998.3.28.～4.10.  代表　ひろしまＮＰＯセンター理事として日本ＮＰＯセンターからの視察団の一員となり、ヨーロッパ

の市民活動の視察を行う。

1998.4.03.　　９７年度高校生のための環境講座参加の高校生有志、まとめを持って県教委に行き、環境教育の必

要性を訴える。

1998.4.23.　　機関誌１２号完成

1998.4.29.　　「クリーンアップｉｎ宮島」実施　宮島包が浦

1998.5.09～10. 錦川にてカヌーツァー

1998.5.15～31. 中国新聞「新せとうち学」に関するアンケート『海の環境家計簿』に協力(1400枚配布）

1998.5.30.　　代表　広島ＹＷＣＡで講演

1998.5.31.　　代表　長束集会所で講演（水援隊が実施）

1998.6.06.　　代表　全電通の研修会で講演

1998.6.10　　 中国新聞「新せとうち学」に関するアンケート『海の環境家計簿』に関わる討論会を中国新聞と共催で

実施（司会：代表　パネラー：事務局長）

1998.6.26～28. 中四国ミーティングに事務局長助言者で参加，事務局員（戸野）会の活動報告

1998.6.28.　　９８年度の高校生講座が県の「はばたけひろしまっ子２１」の事業となり、知事の出席する委嘱式に高校

生と代表が参加

1998.7.5.　　 カヌーで宮島一周ゴミ拾い下見


